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災害時のソーシャルメディアにおける情報拡散後の投稿に着目した有益情報

抽出システム 

代表研究者 宇津 圭祐 東海大学 情報通信学部 准教授 

1 はじめに 

近年，災害時における情報共有の手段としてソーシャルメディアの利活用が注目されている．特に Twitter

は即時性が高く利用者数が多いという特徴を有していることから，発災直後の情報発信・収集に活用できる

メディアと言われている．また，2011 年の東日本大震災や 2012 年の Hurricane Sandy，2013 年の Typhoon 

Haiyan などの際に活用されたことが報告されている[1]～[3]．例えば，東日本大震災発生当日（2011 年 3 月

11 日），日本国内において約 3,300 万件ものツイートが投稿され，そのうち約 7 割が震災について述べたも

のであったと報告されている[4]．また，投稿された情報をもとに被災者が救出された事例も存在する．しか

し，大規模災害発災時にはツイート数が爆発的に増加する傾向にあり，被害状況の把握や被災者支援のため

の情報収集は容易ではない．例えば，単純なキーワード検索では災害に関連しない情報（ノイズ）も多く出

力される結果となる．このような問題の解決を図るべく，近年，災害時の Twitter 活用を指向した研究・開

発が活発に行われている．例えば，水野ら[5] は，災害時における投稿分析・活用システム DISAANA を開

発し，Web アプリケーションとして公開している．また，Kitajima et al. [6] は，災害関連ツイートの有益性

についてニューラルネットワークを用いて判定する手法を提案した． 

我々は，災害に関するニュース投稿をリツイートした直後のツイートに着目して検証を進めてきた．本研

究では，まずこの方法の有効性を示すため，平成 28 年（2016 年）熊本地震を対象として検証し，災害関連

情報の収集に有用であることを示す．また，本方法を用いて災害に関連する情報を収集するシステムの試作

を行った。 

 

2 災害関連情報の収集 

2-1 収集方式の概要 

我々は塚本ら[7]の検討を参考に，Twitter におけるニュース投稿リツイート直後の投稿に着目し，災害に関

連する情報を収集する方法について検討している[8][9]．図 1 を用いて説明する．まず，災害発災後に，Twitter

に災害に関するニュース投稿 n が投稿される（図 1 の 1）．その後，n を見たアカウントの一部（a1，a2，…，

am）が n をリツイートする（図 1 の 2）．リツイートを行ったアカウントがその直後に投稿を行う（図 1 の 3）．

そのリツイート直後の投稿を収集対象とする． 

ニュース投稿とそのリツイートを行ったアカウントにおける直後の投稿の例を図 2 に示す．このニュース

投稿は，2015 年小笠原諸島西方沖地震発生後に，Yahoo!ニュース（@YahooNewsTopics）に投稿されたもの

である．サンプルの例を例 1～3 に示している．例 1 では，地震の震度を知り，その大きさについて驚きを表

すような投稿となっている．例 2 では，ニュース投稿に掲載されていた地震発生時の震度分布図についての

感想が述べられている．また，投稿にはリツイートに対しての感想であることを示す“>RT”や“rt”が含まれて

いる．例 3 はニュース投稿が示す地震についての感想は述べておらず，鉄道運行状況についての内容である．

この例では，ニュース投稿の文面のみでは知りえない情報が含まれている．具体的には，ニュース投稿の文

面からは，新幹線の運転停止について知ることはできず，ニュース投稿と例 3 の両方を見ることによって，

地震の発生とともに新幹線の運転停止が生じている事実を知ることができる． 
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図 1 対象のツイート 

 

ニュース投稿

小笠原で震度5強の地震が、東京で震度5弱ってすごくないか？

例1

なんだこの地震図((((;ﾟ;Д;ﾟ;))))ｶﾀｶﾀｶﾀ なんか恐ろしいぞ〉rt

例2

新幹線止まってる(´θ`llll)どーするの日帰りできるの
twitter.com/YahooNewsTopic… 

例3

 
図 2 ニュース投稿のリツイート後のツイートの例 

 

 

2-2 収集方式の有効性 

平成 28 年（2016 年）熊本地震に関する 9 件のニュース投稿（表 1 の n1～n9）を対象に提案手法を適用

し，有用性の検証を行う．リツイート直後のツイート収集にはウェブサービス[10] を利用した．表 1 のカッ

コ内の数字は収集されたツイートの数を示している． 
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表 1 着目するニュース投稿 

 

ニュース投稿

（収集されたツ

イート数） 

アカウント 

投稿日時 

投稿内容 

n1 (92) Yahoo!ニュース, @YahooNewsTopics 

2016 年 4 月 14 日午後 9:28 

【地震情報】yahoo.jp/eEWiyO 

n2 (64) Yahoo!ニュース，@YahooNewsTopics 

2016 年 4 月 14 日午後 9:38 

【熊本で震度 7 の地震】yahoo.jp/BQt8u8 

n3 (79) Yahoo!ニュース，@YahooNewsTopics 

2016 年 4 月 14 日午後 9:42 

【熊本で震度 7 の地震津波なし】14 日午後 9 時 26 分ごろ、熊本県熊本地方で震度 7 

を観測する強い地震があった。この地震による津波の心配はない。 

n4 (69) Yahoo!ニュース，@YahooNewsTopics 

2016 年 4 月 15 日午後 10:28 

【熊本地震物資の支援焦らずに】地震が発生した熊本県に「支援物資を送りたい」と

の問い合わせが相次ぐ。担当者は「態勢が整うまで待ってほしい」と呼びかけ。
https://twitter.com/Yahoo_weather/status/721014639643926528 

n5 (76) Yahoo!天気・災害，@Yahoo_weather 

2016 年 4 月 16 日午前 1:37 

【4 月 16 日熊本県で震度 6 強の地震津波に注意】2016 年 4 月 16 日 1 時 25 分ごろ、熊

本で震度 6 強の地震がありました。津波注意報が出ています。海岸には近づかないで

下さい。yahoo.jp/KgH1ty 

n6 (72) Yahoo!ニュース，@YahooNewsTopics 

2016 年 4 月 16 日午前 4:52 

【熊本 16 日の地震が「本震」か】気象庁は 16 日午前 1 時 25 分ごろ発生した M7.3 の

地震が本震で、 14 日の最大震度 7 の地震は前震と考えられるとの見解。
http://yahoo.jp/zupVA7 

n7 (98) Yahoo!ニュース，@YahooNewsTopics 

2016 年 4 月 16 日午後 2:24 

【熊本 16 日の地震が「本震」】気象庁は 16 日午前 1 時 25 分ごろ発生した M7.3 の地

震が、14 日夜から熊本地方で起きている一連の地震の「本震」だと発表。 

n8 (69) Yahoo!ニュース，@YahooNewsTopics 

2016 年 4 月 16 日午前 9:54 

【阿蘇山小規模な噴火が発生】気象庁によると、阿蘇山がきょう午前 8 時 30 分に噴

火。気象庁は「一連の地震とは直接関連がないとみている」。http://yahoo.jp/zupVA7 

n9 (66) Yahoo!ニュース，@YahooNewsTopics 

2016 年 4 月 17 日午後 8:38 

【熊本地震空き巣など通報 20 件】警察庁によると、熊本市を中心に空き巣や事務所荒

らしの通報が約 20 件あった。益城町や南阿蘇村では同様の通報はないという。 

 

 

ここで，11 人の分析参加者がもとのニュース投稿と併せて見たうえで，収集された各ツイートについて，

以下に示すカテゴリーA，B に該当するかどうか判断する． 

 

 カテゴリーA：ツイートはニュース投稿の内容に関連している． 

 カテゴリーB：ツイートはニュース投稿の内容のみでは知り得ない，付加的な情報を含む． 
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上記のカテゴリーA，B の一方，あるいは両方に該当するツイートを「災害に関連している」とみなす。

各ニュース投稿に対して収集された全ツイートのうち，分析参加者の過半数（6 人以上）がカテゴリーA, B に

該当すると判断したものの割合を図 1 に示す．ここでは，カテゴリーA，B の一方，または両方に該当する

ツイートの割合（赤の棒グラフ）に着目する．最高となったのは n1 の場合で 87.0%，最低となったのは n4 の

場合で 49.3%であった．すべてのニュース投稿での平均は 69.8%であった．すなわち，収集されたツイート

の 7 割近くが災害に関連する内容であった．また，分析参加者の過半数がカテゴリーB に該当すると判断さ

れたツイートには，例えば以下のようなものが該当した． 

 

 例 1 （n1に関して収集されたツイート）:  

「愛媛県にも緊急地震速報出たけど、東予の新居浜市では揺れを感じなかった。南予では震度 3。震

源地の熊本では震度 7。」 

 例 2 （n3に関して収集されたツイート）: 

「列車運行情報アプリから、地震の影響で山陽新幹線が小倉～博多間で運転見合わせ中って通知があ

って、また慎重な対応をするもんやなと読み流してそのまま忘れてたけど、とんでもないことが起こ

ってた。」 

 例 3 （n3に関して収集されたツイート）: 

「LINE 電話がつながりやすいというのはすごいな。」 

 例 4 （n4に関して収集されたツイート）:  

「ニュースでも、持病がある方の薬が足りないって言ってたな…???? 高血圧や糖尿病、心臓病など

の毎日服用する薬。でも、こればかりは素人判断で送ったりしないで！」 

 例 5（n6に関して収集されたツイート）:  

「熊本・西原村、大切畑ダムが決壊したらしい・・・(´° _° ‘) #jishin」 

 

以上の結果より，災害関連のニュース投稿をリツイートした直後のツイートに着目することにより，災害

に関連するツイートを高い確率で収集できることが検証できた．さらにはニュース投稿からだけでは知り得

ない情報の収集について可能性を示した． 
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図 3 収集されたツイートの分類結果 
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2-3 収集されたツイートにおける災害関連情報の判定 

サンプル投稿が災害関連情報であるか否かを判別する方法を提案した．具体的には，まず，ニュース投稿

のテキストに対し[9]を適用することによりキーフレーズを抽出する．次に，抽出されたキーフレーズに形態

素解析を適用し，キーフレーズに含まれている語句（特徴語句）を抽出する（ここでは，形態素解析には[10]

を利用した）．そして，この特徴語句のいずれかを含むサンプル投稿は災害関連情報であると判別する．本研

究では，2016 年熊本地震に関するニュース投稿 9 件（n1～n9）に関するサンプル投稿にこの手法を適用し，

有用性を評価する．表 2 にニュース投稿と抽出された特徴語句の例を示す．ただし，以下の例外を適用する．

名詞と接尾辞・接頭辞の組み合わせは単語に分割しない（表 2 の*1）。数字の連続については分割しない（表

2 の*2）。そして、地震のマグニチュードを示す”M”とその後の数字は分割しない（表 2 の*3）。 

 

 

表 2 ニュース投稿（n1～n9）のキーフレーズと特徴語句 

 

 キーフレーズ 特徴語句（形態素解析の結果） 

n1 地震情報  地震，情報 

n2 震度，熊本，地震， 震度 7  震度，熊本，地震，震度，7 

n3 震度，熊本県熊本地方，震度 7， 地震津波，強

い地震，14 日午後 9 時 26 分ごろ，心配 

震度，熊本，県，熊本，地方，震度，7，地震， 津

波，強い，地震， 14 日*2， 午後， 9 時*2， 26

分*2， ごろ，心配 

n4 熊本地震物資，問い合わせ， 支援物資，熊本県，

担当者，態勢 

熊本，地震，物資，問い合わせ，支援，物資，熊

本，県，担当，者，態勢 

n5 津波注意報，震度 6 強，熊本県，地震津波， 海

岸，2016 年 4 月 16 日 1 時 25 分ごろ 

津波，注意，報，震度，6 強*1，熊本，県，地震，

津波，海岸，2016 年*2，4 月*2，16 日*2， 1 時*2，

25 分*2，ごろ 

n6 本震， M7.3， 地震， 前震， 気象庁，見解， 最

大震度 7， 16 日午前 1 時 25 分ごろ，熊本 16 日， 

14 日 

本震，M7.3*3，地震，前震，気象，庁，見解， 最

大，震度，7，16 日*2，午前，1 時*2，25 分*2，

ごろ，熊本，16 日*2，14 日*2 

n7 本震， M7.3， 地震，気象庁，熊本地方，一連，

16 日午前 1 時 25 分ごろ， 熊本 16 日，発表， 14

日夜 

本震，M7.3*3，地震，気象，庁，熊本，地方， 一

連，16 日*2，午前，1 時*2，25 分*2，ごろ，熊本，

16 日*2，発表，14 日*2，夜 

n8 阿蘇山，気象庁，噴火，一連，きょう午前 8 時

30 分，地震，発生，関連 

阿蘇，山，気象，庁，噴火，一連，きょう， 午

前，8 時*2，30 分*2，地震，発生，関連 

n9 南阿蘇村，益城町，熊本地震空き巣，警察庁，事

務所荒らし，熊本市， 通報，中心，通報 20 件 

南阿蘇，村，益城，町，熊本，地震，空き巣， 警

察，庁，事務，所，荒らし，熊本，市，通報， 中

心，通報， 20 件*2 

 

 

上記の判別手法を[1]のニュース投稿 9 件に適用した結果について述べる．人手による分類により災害関連

情報であると判断されたサンプルの集合を X，特徴語句のいずれかを含むサンプルの集合を Y としたときの

|X|, |Y|, |X∩Y|の値について表 3 に示す．そして，判別手法の適合率，再現率，F 値を以下のように求める． 

 適合率 = |X∩Y|/|Y| 

 再現率 = |X∩Y|/|X| 

 F 値(F-measure) = (2×適合率×再現率) / (適合率+再現率) 

 

求められた判別手法の適合率，再現率，F 値を図 4 に示す．適合率については，最高となったのは n1と n2

の場合で 1.000，最低となったのは n9の場合で 0.714 であった．すべてのニュース投稿（n1～n9）での平均は

0.935 であり，特徴語句のいずれかを含むサンプル投稿は，高い確率で災害関連情報であることが示された．

これにより，災害関連情報を収集する上で，ニュース投稿の特徴語句を含むサンプル投稿を収集することの
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有用性が示せた．一方，すべてのニュース投稿（n1～n9）について，再現率の平均は 0.491，F 値の平均は 0.627

にとどまった．これは，収集されたツイートにおいて，ニュース投稿の特徴語句が含まれているかどうかで

判定を行っていることが原因である．これは，複数のニュース投稿から提案の収集方式を適用することによ

り多くのツイートを収集することで対処できると考えられるが，再現率と F値の向上は今後の検討課題であ

る。 

 

表 3 収集されたツイートの詳細 

 災害関連情報であると判断

されたサンプルの数 |X| 

特徴語句のいずれかを含む

サンプルの数 |Y| 

X と Y の両方に該当するサ

ンプルの数  |X∩Y| 

n1 16 16 16 

n2 20 20 20 

n3 49 50 49 

n4 14 15 14 

n5 30 31 30 

n6 30 31 30 

n7 45 47 45 

n8 26 29 26 

n9 10 14 10 
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図 4 収集されたツイートの判定結果 

 

 

3 収集システムの試作 

コンテンツプロバイダや地方自治体職員あるいは一般ユーザが，Twitter を用いて情報を簡単に収集するシ

ステムの実現を目的とし，2 章で述べた方法を用い，ニュース投稿に関連する投稿を収集するためのベース

となるシステムについて試作した．本システムは PHP5 によって作成したプログラムを Web サーバ上に設置

することにより利用できるようにした．  
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4-1 システムの構成・利用方法 

本システムでは，ニュース投稿のリツイート直後の投稿を収集したい対象のニュース投稿 n の URL を入力

することにより，n のリツイート直後の投稿を収集し，n の内容に関連すると判別されたサンプル群 o(n)を出

力する． 

具体的に図 5 に示す．入力されたニュース投稿 n の URL をもとに，Twitter API により，n のテキストと，

n をリツイートしたアカウントの一覧を取得する．これをもとに，リツイートしたアカウントのリツイート

直後の投稿を取得する（図 5 の 1）．収集されたツイートの群 s(n)と表記している．ただし，収集されたサン

プルが，ニュース投稿のリツイートを行った日時よりも 30 分以上経過している場合，そのサンプルは除外す

る（すなわち，リツイート直後の投稿とみなさない）．続いて，n のテキストを，Yahoo! テキスト解析：キ

ーフレーズ抽出[9]を用いて，n のキーフレーズの抽出を行う（図 5 の 2）．そして，n のキーフレーズを Yahoo! 

テキスト解析：日本語形態素解析[11]を用いて，n の特徴語句を抽出する（図 5 の 3）．最後に，s(n)の各サン

プルのうち，n の特徴語句を 1 個以上含むサンプルの群 o(n)を出力する． 

 

入力: ニュース投稿nのURL

nのURL

サンプル投稿s(n)

n

nのキーフレーズ

nの特徴語句

1. n と n のリツイート直後の投稿（サンプル）の

収集

s(n)

2. nのテキストよりキーフレーズを抽出

nのキーフレーズ

4. nの特徴語句による s(n) のフィルタリング

出力: o(n)

nのテキスト

nのキーフレーズ

nの特徴語句
3. nの特徴語句を抽出

Twitter

Yahoo!

キーフレーズ抽出

Yahoo!

日本語形態素解析

試作システム

 

図 5 収集のためのベースシステムの概要 

 

システムの使用方法について説明する．ユーザはウェブブラウザを用いて，本システムに接続すると，図

6 のように初期画面が表示される．この画面で入力する項目は以下(1)～(5)の通りである．すべての項目につ

いて，入力あるいは選択が必須である． 

 

 (1)ニュース投稿 n の URL： 

リツイート直後の投稿を収集したい対象のニュース投稿の URL を入力する． 

 (2)ニュース投稿 n のリツイート直後の投稿を検索するアカウント数： 

初期値は 100 である．Twitter API の制限があるため，最大値は 100 としている．  

 (3)収集された投稿が(1)とは別の投稿に関するリツイートである場合に表示するかどうか： 

「Yes」を選択すると，リツイート直後の投稿が，n 以外の別の投稿に関するリツイートで合った場合

にも検索対象となる．初期値は「Yes」である． 

 (4)ニュース投稿に含まれている特徴語句を含む投稿のみ絞込み表示かどうか： 

初期値は「Yes」である．「Yes」を選択すると，検索されたサンプル投稿のうち，ニュース投稿の特

徴語句を 1 個以上含むもののみをフィルタリングして表示される．なお，図 6 に示す画面上では，「特

徴語句」ことを理解しやすいよう，「キーワード」と表示している． 

 (5) ユーザあたりの最新の投稿から遡っての取得する件数： 

n のリツイートを行ったユーザのタイムラインにおいて，n のリツイート直後の投稿を，そのユーザ
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の最新投稿から何件を上限に遡って検索するかについて指定する．初期値は 100 である．Twitter API

の制限があるため，最大値は 3200 としている．  

 

  

図 6 試作システムの初期画面 

 

4-2 システムの動作例 

システムの動作例について以下に述べる．ここでは図 7 に示す，2017 年 2 月 28 日（火）に福島県沖で発

生したマグニチュード 5.6 の地震に関する，Yahoo!ニュースの投稿を例に用いた．投稿の URL は，

https://twitter.com/YahooNewsTopics/status/836485438319677441，投稿時刻は 2017 年 2 月 28 日（火）午後 4 時

57 分，内容は「2 月 28 日 16 時 49 分ごろ宮城県などで震度 5 弱を観測する地震が発生。この地震による津波

の心配はありません。→ http://yahoo.jp/BYekzA（外部ページへのリンク URL）」であった． 

このニュース投稿の URL を本システムに入力した．また，(2)～(5)の各項目については初期値とした．収

集は同日午後 6 時頃実行した．出力結果の表示ページの一部を図 8 に示す．ページ上部には，ニュース投稿

について，投稿したアカウント，投稿の本文，リツイート数，投稿日時(a)が表示されている．また，絞込オ

プションの(3)，(4)の設定，ニュース投稿のキーフレーズ抽出結果，特徴語句の抽出結果が表示されている．

ページ下部には，出力サンプルが表形式で表示されている．表示項目は，アカウント名，投稿の本文，サン

プルが投稿された 日時(b)，ニュース投稿をリツイートした日時(c)，(c)から(b)の経過時間（単位は秒），そ

して(a)から(b)の経過時間（単位は秒である）．なお，図 8 において，プライバシー保護のため，投稿アカウ

ントについてはモザイク処理を施している． 

出力されたサンプルの件数は 27 件であった．このうち，出力されたサンプルのうち，特徴語句を 1 個以上

含むものとして出力されたものは，7 件であった．これらのサンプルはクリーム色の背景で表示されている．

また，別の投稿のリツイートであった（投稿の本文が RT からはじまっている）ものは，20 件であった．こ

れらのサンプルは白の背景で表示されている． 
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図 7 ニュース投稿の例 

 

以下は出力表示されたツイートの例である． 

 例 1 : 特徴語句を 1 個以上含むものとして出力されたもの 

【#東日本大震災 の悪夢、再び】16:49 分頃、福島県沖で震度 5 弱の地震が発生。この地震による津

波の心配はない。 (hashtags and URL) 近い将来、震度 7 クラスの 地震の可能性は 

 例 2：別の投稿のリツイートであったもの 

RT @nhk_seikatsu: 【福島第一・第二原発 新たな異常無し】東京電力によりますと、双葉町と大熊町

にまたがる福島第一原子力発電所と、楢葉町と富岡町にまたがる福島第二原子力発電所では、今回の

地震による新たな異常は発生していないということです。(URL). 

 

今回の試作システムでは，サンプルの収集について，ニュース投稿が掲載されてからある程度の時間が経

過した後に行うことを想定したシステムとなっている．より実用化するために，ツイートをリアルタイムで

収集する必要があり，今後はこれを実現するためシステムの改良を行う． 
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図 8 収集された投稿の表示画面（一部） 

 

4 まとめと今後の検討課題 

本研究では，災害に関するニュース投稿をリツイートした直後のツイートに着目して検証を進めてきた．

本研究では，まずこの方法の有効性を示すため，平成 28 年（2016 年）熊本地震を対象として検証した。そ

の結果，災害関連情報の収集に有用であることを示した．災害に関連するツイートを高い確率で収集できる

ことが検証できた．また，特徴語句による判定を行い，高い適合率で災害に関連するツイートを判別できる

ことを示した．検討課題として，再現率および F 値の改善が挙げられた．災害発災時には多くの情報を収集

することも必要になると考えられるため，フィルタリングにより除外されたサンプルの内容を吟味し，フィ

ルタリング方法が適切であるかを検討する必要がある．その結果に応じて，他の判別方法あるいは絞込オプ

ションについて検討する予定である． 
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続いて，コンテンツプロバイダや地方自治体職員あるいは一般ユーザが，Twitter を用いて情報を簡単に収

集するシステムの実現を目的とし，上記方法を用い，ニュース投稿に関連する投稿を収集するためのベース

となるシステムの試作を実施した．具体的には，Twitter における災害に関するニュース投稿の URL を入力

することにより，そのニュース投稿のリツイート直後の投稿を収集し，ニュース投稿に関連する投稿を出力

するシステムを試作した．今後の検討課題は以下のとおりである．今回の試作システムでは，サンプルの収

集について，ニュース投稿が掲載されてからある程度の時間が経過した後に行うことを想定したシステムと

なっている．より実用化するために，ツイートをリアルタイムで収集する必要があり，今後はこれを実現す

るためシステムの改良を行う． 
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